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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

近年、医療や教育現場でのゲームの利用が着目されているが、その効果を科学的に検証した例

は少ない。本論文は、高齢者が下肢筋力の維持や向上に有効な起立着席運動を支援することを目

的に開発されたエクサゲームの効果を科学的に検証することを目的として行われた。 

具体的に第２章では、基礎的研究として大学生を対象にゲームを使用した場合と、使用しなか

った場合の身体負荷と心理的影響の違いについて検討された。その結果、ゲームを使用して運動

を行った場合も、ゲームを使用しない場合と同様に下肢の筋活動が行われ、同程度の身体負荷（心

拍数と酸素摂取量）が得られることが示された。心理的影響には抑うつを減少させる可能性が示

された。第３章では、健常な高齢者を対象に実験が行われた結果、若年者と同様に身体負荷にエ

クサゲームの導入による違いは認められなかった。また、本実験では運動中の動作解析も実施さ

れており、ゲーム使用時に運動ペースが速くなる原因が明らかにされていた。第４章では地域在

住高齢者を対象にエクサゲームを使用した長期の運動介入を実施することで運動動機づけへの影

響が検討された。その結果、情緒不安定性の高い高齢者、あるいは外向性の低い高齢者ほど、エ

クサゲームを導入した期間の起立着席回数が多いことが明らかにされた。 

 本研究は、エクサゲームの心理的および生理的な影響を実験室とフィールドの両方から検証し

たという点が評価された。また、本研究は本学の芸術工学研究院やリハビリ病院などとの共同研

究で実施されており、学際的な価値も高い。今後のゲーム開発や現場への導入を促進するにあり

重要な知見が得られたと判断した。 

 

最終試験 

  この論文について、論文調査委員会は、平成 27 年 2 月 17 日 10 時 30 分から大橋キャンパス

321 教室において、財津康輔氏及び論文調査委員全員の出席により、公開による論文の調査及び

最終試験を実施した。論文内容について、財津康輔氏は論文調査委員（全員）の質問に的確にか

つ明確な回答を行い、また、口頭により行われた関連の授業科目等に関する調査についても、論

文調査委員を満足させる回答を行ったので、論文調査委員会は最終試験を合格と認定した。 

 

以上のことから、論文調査委員会は、財津康輔氏が博士（学術）の学位を授与されるのに相応

しいと判断した。 

 


